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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
６
５
Ｖ

【
作
者
名
】

　
午
雲

【
あ
ら
す
じ
】

　
俺
と
沙
耶
香
と
は
恋
人
ど
う
し
。
で
も
、
ま
だ
学
生
な
俺
は
、
他
の
女
の
娘

に
も
、
つ
い
目
移
り
し
て
し
ま
う
。
沙
耶
香
と
の
約
束
も
忘
れ
て
、
ー
。
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大
学
生
も
、
三
回
生
に
な
る
と
、
退
屈
だ
。

　
思
い
思
い
、
将
来
の
事
を
考
え
始
め
て
、

　
み
ん
な
、
急
に
大
人
び
て
来
る
。

（
・
・
も
う
、
自
由
時
間
も
終
わ
り
か
。
）

　
知
り
合
い
と
、
ほ
と
ん
ど
行
き
合
う
事
の
無
い
、

　
構
内
を
独
り
、
ぶ
ら
つ
い
て
居
る
と
、

　
急
に
、
そ
ん
な
気
分
が
し
た
。

　
俺
に
も
一
応
、
彼
女
は
居
る
。

　
一
回
生
の
時
、
連
れ
と
一
緒
に
入
っ
た
テ
ニ
ス
・
サ
ー
ク
ル
。

　
男
は
、
こ
こ
の
学
生
ば
か
り
だ
け
ど
、

　
女
の
娘
の
方
は
、
近
所
の
短
大
生
が
多
く
て
、

　
沙
耶
香
と
は
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
の
だ
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
・
・
・
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な
の
で
、
彼
女
は
春
に
短
大
を
卒
業
し
、
今
は
Ｏ
Ｌ
を
し
て
居
る
。

　
ひ
と
足
先
に
社
会
人
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
彼
女
。

　
会
社
で
の
付
き
合
い
が
忙
し
く
て
、
メ
ー
ル
で
し
か
話
せ
な
い
日
々
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
俺
は
退
屈
し
て
居
た
。

　
気
が
付
く
と
、
足
は
サ
ー
ク
ル
の
溜
ま
り
場
へ
ー
。

　
み
る
と
、
机
を
出
し
て
る
定
位
置
の
路
傍
で
、

　
後
輩
の
誰
彼
が
、
し
き
り
と
一
人
の
女
の
娘
を
口
説
い
て
居
る
処
ろ
だ
っ
た
。

「
あ
、
高
橋
先
輩
、
イ
イ
処
ろ
に
！
」

「
う
ん
？
」

　
新
入
部
員
を
勧
誘
中
ら
し
い
。

　
さ
り
げ
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
ど
、
オ
ー
ラ
が
あ
る
。

　
俺
も
、
ひ
と
目
で
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
場
の
勢
い
で
、
喫
茶
店
へ
と
繰
り
出
し
、

　
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
と
か
お
ご
っ
て
、
も
て
な
す
。
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そ
ん
な
事
に
は
、
相
手
は
、
も
う
慣
れ
っ
こ
な
よ
う
で
、

　
気
軽
に
名
簿
へ
名
前
だ
け
は
書
い
て
く
れ
た
。

「
さ
あ
、
誰
が
ゲ
ッ
ト
す
る
か
で
す
ね
～
！
」

「
本
気
だ
し
ま
す
よ
？
お
れ
～
！
」

「
行
っ
て
み
よ
う
！
」

（
・
・
ど
こ
へ
で
も
行
き
や
が
れ
！
）

　
俄
然
、
盛
り
上
が
る
後
輩
た
ち
を
尻
目
に
、

　
も
う
三
回
生
の
俺
は
、
ひ
そ
か
に
溜
め
息
を
吐
く
の
だ
っ
た
。

　
テ
ニ
ス
・
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、
テ
ニ
ス
は
す
る
。

　
で
も
、
そ
れ
は
口
実
な
の
で
、

　
練
習
の
後
、
男
子
の
ク
ル
マ
に
分
乗
し
て
、
御
飯
と
か
食
べ
に
出
掛
け
る
の

が
、

　
つ
ま
り
、
活
動
の
メ
イ
ン
な
の
だ
っ
た
。

「
・
・
・
」

　
し
か
し
ー
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三
回
生
に
な
る
と
、
途
端
に
、
人
気
が
失
く
な
る
。

　
女
の
娘
か
ら
す
れ
ば
、

（
あ
の
ヒ
ト
、
余
り
？
）

と
邪
推
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
日
、
そ
ん
な
俺
の
空
い
た
助
手
席
へ
、

　
噂
の
彼
女
が
、
近
寄
っ
て
来
た
。

「
高
橋
さ
ん
、
隣
り
・
・
い
い
で
す
か
？
」

（
！
？
）

「
え
？
あ
・
・
う
ん
。
」

　
他
人
知
れ
ず
突
き
さ
さ
る
、
後
輩
た
ち
の
視
線
が
痛
い
。

「
高
橋
さ
ん
、
ロ
イ
ヤ
ル
Ｏ
Ｏ
Ｏ
に
集
合
で
す
か
ら
ね
！
」

「
道
ま
ち
が
え
な
い
で
下
さ
い
よ
？
」

（
ふ
た
り
き
り
で
）

　
早
速
、
聞
こ
え
よ
か
し
な
野
次
が
と
ぶ
。
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果
た
し
て
、
ど
ん
な
顔
つ
き
を
し
て
る
事
か
、

　
想
像
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
可
笑
し
か
っ
た
。

　
後
輩
た
ち
を
先
に
行
か
せ
て
、

　
彼
女
と
ふ
た
り
き
り
、
ク
ル
マ
を
走
ら
せ
る
。

「
プ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・
」

　
途
端
に
メ
ー
ル
着
信
音
が
鳴
る
。

　
沙
耶
香
か
ら
の
メ
ー
ル
だ
。

　
反
射
的
に
、
携
帯
を
開
け
て
目
を
通
す
。

＜
仮
病
つ
か
っ
て
会
社
、
休
ん
じ
ゃ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
お
う
ね
！
＞

（
！
？
）

　
視
線
を
感
じ
て
、
は
っ
と
隣
り
を
み
や
る
。

「
も
し
か
し
て
、
彼
女
？
」

　
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
、
彼
女
が
微
笑
む
。

　
彼
女
の
オ
ー
ラ
が
、
俺
の
胸
を
と
き
め
か
す
。

　
そ
ん
な
俺
に
、
彼
女
が
い
う
。
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「
今
日
、
私
、
誕
生
日
な
ん
で
す
。
一
緒
に
祝
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

（
！
？
）

「
帰
り
も
・
・
送
っ
て
下
さ
い
ね
？
」

「
う
、
う
ん
。
」

「
う
れ
し
い
！
も
っ
と
飛
ば
し
ち
ゃ
っ
て
下
さ
い
！
」

（
レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
！
）

「
ブ
ウ
ン
ッ
」

　
俺
は
、
思
わ
ず
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
居
た
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ー
？
」

「
パ
ス
、
パ
ス
。
」

「
ー
じ
ゃ
、
ど
こ
に
？
」

「
シ
ョ
ッ
ト
・
バ
ー
・
・
と
か
。
」

「
は
？
」

「
・
・
い
い
で
し
ょ
？
高
橋
先
輩
・
・
・
」
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彼
女
の
視
線
に
ド
ギ
マ
ギ
し
な
が
ら
、

　
俺
は
、
あ
わ
て
て
問
い
返
す
。

「
君
、
お
酒
・
・
オ
ッ
ケ
ー
な
の
？
」

「
気
分
は
・
・
・
二
十
歳
で
す
よ
。
」

（
ク
ラ
・
・
）

　
俺
は
、
め
ま
い
が
し
た
。

　
大
人
の
遊
び
に
は
縁
の
無
い
俺
。

　
で
も
、
心
当
た
り
が
一
軒
だ
け
あ
っ
た
。

　
連
れ
の
知
り
合
い
の
知
り
合
い
の
・
・
・

　
そ
の
ま
た
知
り
合
い
が
経
営
す
る
と
か
い
う
、
シ
ョ
ッ
ト
・
バ
ー
。

　
カ
ク
テ
ル
と
い
え
ば
、
ソ
ル
テ
ィ
・
ド
ッ
グ
し
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、

　
勇
気
を
出
し
て
、
彼
女
を
そ
こ
へ
案
内
し
た
。

「
乾
杯
～
！
」

（
カ
ッ
チ
ン
）
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カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
陣
取
っ
て
、
グ
ラ
ス
を
合
わ
す
。

　
彼
女
は
飲
み
始
め
る
け
れ
ど
、
俺
は
飲
む
フ
リ
だ
け
。

（
今
日
の
運
転
手
は
俺
し
か
居
な
い
じ
ゃ
な
い
か
？
）

　
危
う
く
、
そ
の
事
に
気
が
つ
い
て
、
理
性
を
働
か
せ
た
の
だ
。

「
だ
あ
れ
も
来
ま
せ
ん
ね
？
」

「
ん
？
」

「
・
・
サ
ー
ク
ル
の
ヒ
ト
。
」

「
う
ん
。
」

「
さ
っ
す
が
三
回
生
！
」

（
き
ゃ
っ
）

　
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
せ
い
か
、

　
彼
女
の
眼
が
潤
み
を
帯
び
て
来
る
。

　
し
か
し
て
、

　
バ
ー
テ
ン
と
の
会
話
が
弾
み
、
盛
り
上
が
っ
て
居
る
の
は
、
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彼
女
の
み
。

　
素
面
の
ま
ま
に
し
て
、
ほ
と
ん
ど
初
心
者
な
俺
は
、

　
同
じ
空
間
に
居
な
が
ら
、

　
し
ぜ
ん
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
居
た
。

　
頃
合
い
を
み
て
、
俺
が
切
り
だ
す
。

「
今
日
は
、
こ
の
く
ら
い
に
し
と
く
？
」

「
え
～
！
こ
こ
で
お
別
れ
で
す
か
？
」

「
い
や
、
も
う
帰
ら
な
い
と
、
サ
・
・
」

「
ウ
ソ
ー
っ
信
じ
ら
れ
な
～
い
！
」

　
彼
女
が
甲
高
い
声
を
だ
す
。

　
そ
し
て
、
い
う
。

「
あ
、
わ
か
っ
た
！
」

「
な
に
が
？
」

「
明
日
の
授
業
と
か
気
に
し
て
る
ん
で
し
ょ
う
？
」
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「
え
？
」

「
寝
坊
し
た
っ
て
ど
う
っ
て
コ
ト
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
三
回
生
な
の
に
ー
。

」「
・
・
寝
坊
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
サ
。
」

「
ん
も
う
」

　
拗
ね
て
、
渋
る
彼
女
に
、
バ
ー
テ
ン
も
苦
笑
す
る
。

　
そ
れ
を
、
ど
う
に
か
な
だ
め
て
、

　
勘
定
を
済
ま
し
、

　
パ
ー
キ
ン
グ
ま
で
連
れ
て
行
く
。

　
そ
し
て
、
彼
女
を
助
手
席
に
乗
せ
る
と
、

「
・
・
寝
て
て
イ
イ
か
ら
。
」

　
俺
は
再
び
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
直
す
。

「
酔
い
ざ
ま
し
す
る
？
」

「
海
が
見
た
い
で
す
。
」

「
も
う
、
真
っ
暗
だ
よ
？
」
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「
ー
じ
ゃ
、
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
。
」

（
・
・
・
）

　
さ
っ
き
ワ
ガ
マ
マ
を
通
し
た
手
前
、

　
さ
す
が
に
、
こ
こ
で
、
イ
ヤ
と
は
言
え
な
い
。

　
と
て
つ
も
な
い
回
り
道
を
し
て
、

　
途
中
、
夜
の
闇
を
映
す
、
一
面
、
暗
い
海
辺
を
眺
め
た
り
し
な
が
ら
、

　
や
が
て
、

　
学
校
の
近
く
、

　
も
と
来
た
場
所
ま
で
帰
り
着
く
。

　
長
い
ド
ラ
イ
ブ
。

　
そ
の
間
、

　
助
手
席
の
彼
女
は
、

　
も
う
、
ほ
と
ん
ど
口
を
利
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

「
高
橋
先
輩
、
こ
こ
で
、
イ
イ
で
す
。
」
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「
あ
、
う
ん
。
」

「
送
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

「
い
や
、
別
に
。
約
束
だ
か
ら
。
」

「
今
夜
は
楽
し
か
っ
た
で
す
！
メ
ー
ル
の
彼
女
と
お
幸
せ
に
！
」

（
バ
タ
ム
）

　
彼
女
が
別
れ
際
、

　
そ
う
口
に
し
て
く
れ
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
救
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、

　
時
計
を
見
る
と
、
も
う
夜
更
け
の
二
時
・
・
・

　
女
子
寮
の
裏
門
を
乗
り
越
え
て
、

　
音
も
無
く
奥
へ
と
消
え
る
彼
女
の
姿
を
見
届
け
な
が
ら
、

（
・
・
や
る
な
ァ
。
）

　
運
転
席
に
置
き
去
り
と
な
っ
た
俺
は
、

　
や
っ
ぱ
り
、
感
心
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。

　　
そ
こ
か
ら
先
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
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ど
こ
を
ど
う
帰
っ
た
も
の
や
ら
ー

　
駐
車
場
へ
降
り
立
っ
て
、
ふ
と
マ
ン
シ
ョ
ン
を
見
上
げ
る
と
、

（
！
？
）

　
見
覚
え
の
あ
る
ベ
ラ
ン
ダ
の
窓
・
・
・

　
そ
の
む
こ
う
に
、
ま
だ
明
か
り
が
点
い
て
居
る
。

　
何
を
隠
そ
う
、
俺
の
部
屋
な
の
だ
か
ら
、
見
間
違
え
る
は
ず
が
な
い
。

「
・
・
待
っ
て
た
の
か
？
」

「
・
・
う
ん
。
」

「
明
日
の
仕
事
は
？
」

「
ど
う
だ
っ
て
イ
イ
よ
、
そ
ん
な
の
。
」

「
は
？
」

「
今
日
と
い
う
日
は
、
二
度
と
や
っ
て
来
な
い
か
ら
・
・
・
」

　
小
声
で
言
っ
て
、
沙
耶
香
が
微
笑
む
。

　
冷
房
が
程
良
く
利
い
て
、
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居
心
地
の
好
い
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
。

　
冬
は
コ
タ
ツ
な
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
ふ
た
つ
、

　
向
か
い
合
せ
に
、
並
ん
で
居
る
の
は
、

　
ま
だ
空
っ
ぽ
な
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
と
、

　
い
ち
ご
の
乗
っ
た
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
。

　
そ
れ
を
目
に
留
め
て
、

「
・
・
・
」

　
俺
が
無
口
に
佇
ん
で
居
る
と
、

「
あ
、
マ
ロ
ン
の
方
が
良
か
っ
た
？
」

　
困
っ
た
顔
し
て
、
彼
女
が
い
う
。

　
そ
の
刹
那
、

　
俺
の
中
で
、
何
か
が
閃
く
。

（
・
・
夏
に
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
）

（
ケ
ー
キ
？
）
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（
え
っ
と
今
日
は
・
・
・
）

（
今
日
は
）

（
あ
・
・
）

「
ハ
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ
イ
、
沙
耶
香
。
」

「
う
ん
。
あ
り
が
と
う
！
」

　
と
っ
さ
に
思
い
出
し
て
、
そ
う
告
げ
た
俺
。

　
彼
女
の
顔
が
、
ぱ
っ
と
輝
く
。

（
・
・
・
セ
ー
フ
・
・
・
）

　
彼
女
が
立
っ
て
、
紅
茶
の
支
度
を
し
て
居
る
間
・
・
・

　
俺
は
、
い
ち
ご
を
一
個
、
つ
ま
み
食
い
し
て
、

（
・
・
・
ゴ
メ
ン
、
沙
耶
香
・
・
・
）

　
そ
の
言
葉
ご
と
、

　
一
緒
に
飲
み
込
ん
だ
の
で
し
た
。
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（
お
し
ま
い
）
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（
後
書
き
）

ケ
ー
キ
と
い
え
ば
、
誕
生
日
。

全
七
回
、
参
加
す
る
事
が
出
来
て
、
よ
か
っ
た
で
す
！

あ
り
が
と
う
☆
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ショートケーキ
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0265v/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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